
雪
を
活
用
し
た
観
光
の
可
能
性
を
探
る

山
形
で「
国
連
世
界
観
光
会
議
」
ＵＮＷＴＯなど主催

観光客誘致に生かす

肘折温泉

積
雪

㌢
で
１
泊
無
料

「
ド
カ
雪
・
大
雪
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

月山志津温泉
昔の街並み　雪で再現

「雪旅籠の灯り」
ゆ き は た ご あ か

国
連
世
界
観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

山形県の冬観光と四季折々の魅力

（６）第２９３０号 第３種郵便物認可 ２０１８年（平成３０年）３月１０日（土曜日）

　
２
月
２
日
に
山
形
市
内
で
開
催
さ
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
「
雪
と
文
化
の
世
界
観
光
会
議
」
。
雪
を
観
光

資
源
と
し
て
活
用
す
る
「
ス
ノ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
雪
国
文
化
の
魅
力
発

信
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
客
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
会
議
の
様
子
と

と
も
に
、
多
様
な
雪
国
文
化
や
食
文
化
を
持
っ
た
山
形
県
の
魅
力
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。

　
山
形
市
で
開
か
れ
た
「
雪
と
文
化
の
世
界
観
光
会
議
」

　
蔵
王
の
樹
氷
と
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー

雪旅籠の灯り

　
月
山
志
津
温
泉
は
古
く
か

ら
出
羽
三
山
の
主
峰
、
月
山

詣
で
の
宿
坊
が
立
ち
並
び
、

多
く
の
参
詣
者
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
幕
府
が
月
山
志
津
地
区

に
番
所
を
設
置
し
た
の
が
１

６
１
１
年
。
以
来
４
０
０
年

以
上
に
わ
た
り
、
宿
場
の
灯

り
は
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

　
冬
場
は
約
６
㍍
に
も
及
ぶ

雪
と
い
う
資
源
を
活
用
し
て

昔
の
志
津
の
街
並
み
を
再
現

し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

２
０
０
６
年
に
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
始
ま
っ
た
。
工
夫
を
凝

ら
し
た
雪
の
旅
籠
と
、
真
心

の
灯
火
は
一
見
の
価
値
が
あ

る
。
ま
た
、
夏
ま
で
ス
キ
ー

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
問
い
合
わ
せ
＝
月
山
朝
日

観
光
協
会
☎
０
２
３
７
（
７

４
）
４
１
１
９
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
＝The W

orld Tou
rism Organization

）
と
は
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際

機
関
で
、
１
９
７
５
年
に
設

立
さ
れ
２
０
０
３
年
に
国
連

の
専
門
機
関
に
格
上
げ
さ
れ

た
。
本
部
は
ス
ペ
イ
ン
（
マ

ド
リ
ー
ド
）
、
加
盟
国
１
５

８
カ
国
、
５
０
０
以
上
の
賛

助
会
員
で
構
成
さ
れ
、
加
盟

組
織
を
世
界
６
地
域
に
分

け
、
経
済
的
発
展
、
国
際
間

の
理
解
、
国
際
平
和
人
権
尊

重
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
観
光
振
興
に
関
わ
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

やまがた雪フェスティバル

　
や
ま
が
た
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
と
観
光
庁
、
山

形
県
な
ど
が
主
催
す
る
「
雪

と
文
化
の
世
界
観
光
会
議
」

が
２
月
２
日
、
山
形
市
内
の

山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
で
開

か
れ
た
。
会
議
に
は
、
約


の
国
・
地
域
か
ら
観
光
関
係

者
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
。

観
光
資
源
と
し
て
の
雪
を
活

用
し
た
商
品
の
持
続
可
能
性

と
多
様
化
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
同
会
議
の

開
催
は
国
内
５
カ
所
目
で
東

北
初
の
開
催
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
の
タ

レ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ
前
事
務
局

長
が
基
調
講
演
。
リ
フ
ァ
イ

氏
は
「
観
光
は
社
会
的
に
も

経
済
的
に
も
こ
の
国
の
重
要

な
柱
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

観
光
商
品
の
多
様
化
を
図
る

と
と
も
に
、
こ
の
会
議
が
観

光
が
す
べ
て
の
人
々
の
た

め
、
社
会
の
た
め
で
あ
る
こ

と
を
示
す
良
い
機
会
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
３
部
か
ら
な
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
１
部
で
は
、
「
ス
ノ
ー
カ

ル
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
そ

の
現
状
と
可
能
性
」
に
つ
い

て
、
ス
イ
ス
の
ト
ビ
ア
ス
・

ル
ー
テ
・
ク
ー
ル
大
学
教
授

が
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
イ

タ
リ
ア
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

地
を
紹
介
。
小
さ
な
地
方
に

こ
そ
可
能
性
が
あ
る
と
強
調

し
た
。

　
２
部
で
は
、
「
ア
ジ
ア
・

日
本
に
お
け
る
ス
ノ
ー
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
」

に
つ
い
て
、
佐
藤
信
幸
・
日

本
の
宿
古
窯
会
長
が
、
山
形

新
幹
線
と
２
次
交
通
の
現

状
、
東
日
本
大
震
災
時
に
お

け
る
旅
館
の
被
災
者
受
け
入

れ
事
例
を
説
明
し
た
。

　
３
部
で
は
、
「
新
た
な
可

能
性
の
発
見
」を
テ
ー
マ
に
、

井
口
智
裕
・
雪
国
観
光
圏
代

表
理
事
が
新
潟
県
湯
沢
町
の

雪
を
活
用
し
た
ス
キ
ー
に
代

わ
る
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

人
の

発
表
者
ら
が
事
例
を
紹
介
し

た
。

　
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
リ
フ

ァ
イ
氏
を
交
え
、
日
本
の
観

光
組
織
の
ト
ッ
プ
ら
が
、
本

保
芳
明
・
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
駐
日

事
務
所
代
表
の
司
会
に
よ
り

ス
ノ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
総
括
を
行
っ
た
。

　
瓦
林
康
人
・
観
光
庁
審
議

官
は
、
目
指
す
方
向
性
と
し

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
資
源

の
活
用
法
）
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
（
回
復
力
・
復
興
）
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持
続

可
能
性
）
の
三
つ
を
挙
げ
、

「
ス
ノ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
多

様
化
・
多
角
化
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
り
、
商
品
企
画
を
推

進
す
べ
き
」
と
指
摘
し
た
。

　
松
山
良
一
・
日
本
政
府
観

光
局
理
事
長
は
「
雪
は
非
日

常
そ
の
も
の
で
観
光
の
大
き

な
コ
ン
テ
ン
ツ
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
ニ
ー
ズ
は
変
化
し
て

い
る
。
素
材
と
し
て
の
雪
は

存
在
す
る
が
活
用
し
き
れ
て

い
な
い
。
観
光
庁
と
も
協
力

し
、
東
北
の
復
興
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

　
久
保
成
人
・
日
本
観
光
振

興
協
会
理
事
長
は
「
日
本
の

文
学
は
自
然
と
共
に
育
ま
れ

て
き
た
。
観
光
戦
略
で
は
あ

る
が
、
雪
を
テ
ー
マ
に
詠
っ

た
文
学
（
和
歌
・
俳
句
）
の

力
も
取
り
込
ん
で
行
動
に
移

す
こ
と
か
ら
新
た
な
道
が
生

ま
れ
る
」
と
語
っ
た
。

　
田
川
博
己
・
日
本
旅
行
業

協
会
会
長
は
「
旅
行
業
界
の

立
場
で
は
、
一
過
性
で
は
困

る
。
持
続
可
能
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
。
さ
ら
に
、
コ

ン
テ
ン
ツ
に
シ
ナ
リ
オ
が
な

い
と
商
品
化
は
難
し
い
。
雪

国
文
化
と
旅
館
の
女
将
文
化

を
融
合
し
て
い
く
こ
と
で
多

様
化
が
進
む
の
で
は
な
い

か
」
と
言
及
し
た
。

　
清
野
智
・
東
北
観
光
推
進

機
構
会
長
は
「
東
北
の
復
興

の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
に
自
治

体
・
観
光
協
会
な
ど
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
東

北
へ
の
入
り
込
み
回
復
は
ま

だ
途
上
に
あ
る
。
新
緑
や
紅

葉
狩
り
に
集
中
し
、
冬
の
入

り
込
み
は
ま
だ
少
な
い
。
４

月
や

月
程
度
ま
で
に
伸
ば

し
て
い
き
た
い
」
と
目
標
を

示
し
た
。

　
吉
村
美
栄
子
・
山
形
県
知

事
は
「
雪
と
共
に
生
活
し
、

食
や
文
化
を
育
み
、
雪
を
味

方
に
観
光
振
興
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
回
の
会
議
を
契

機
に
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
、
戦
略
的
な
誘
客
施

策
の
展
開
、
観
光
産
業
の
振

興
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
外

国
人
の
来
訪
促
進
と
近
隣
県

と
の
連
携
の
４
本
柱
で
観
光

立
県
を
目
指
す
」
と
強
調
し

た
。

　
３
、４
日
に
は
、国
内
外
か

ら
約
１
０
０
社
が
参
加
し
て

の
商
談
会
や
、
ナ
イ
ト
ク
ル

ー
ザ
ー
号
で
の
蔵
王
の
樹
氷

の
見
学
、
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
視
察
を
行
っ
た
。

　
日
本
有
数
の
豪
雪
地
・
山

形
。
世
界
観
光
会
議
を
歓
迎

す
る
か
の
よ
う
に
今
冬
の
降

雪
は
多
い
。
中
で
も
県
内
を

代
表
す
る
豪
雪
地
肘
折
温
泉

は
気
象
庁
で
設
置
す
る
ア
メ

ダ
ス
の
計
測
地
点
で
豪
雪
日

本
一
と
な
り
、
山
形
の
雪
を

資
源
と
し
た
観
光
イ
ベ
ン
ト

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
今
冬
で
３
回
目
と
な
る
肘

折
温
泉
の「
ド
カ
雪
・
大
雪
割

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
好
評
だ
。

利
用
前
日
午
後
３
時
ま
で
の


時
間
降
雪
量
に
よ
り
、
宿

泊
料
の
割
引
や
入
浴
料
の
割

引
が
受
け
ら
れ
る
豪
雪
地
な

ら
で
は
の
特
別
企
画
。

　
こ
れ
ま
で
の
最
高
積
雪
深

４
１
５
㌢
を
超
え
た
場
合
、

１
泊
分
を
無
料
に
す
る
企
画

を
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
今

冬
は
近
年
に
な
い
大
雪
か
ら

２
月

日
午
後
９
時
時
点
で

４
４
５
㌢
ま
で
積
も
り
、
過

去
最
高
を
更
新
。
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
以
来
初
め
て

日
の
１

泊
分
が
無
料
に
な
っ
た
。

　
宿
泊
前
日
午
後
３
時
ま
で

の

時
間
降
雪
量
が

㌢
以

上
だ
と
降
雪
量
に
応
じ
て
１

人
５
０
０
～
２
千
円
の
宿
泊

を
割
引
し
て
い
る
ほ
か
、
入

浴
料
も
１
０
０
～
４
０
０
円

割
引
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
他
に
類
を
み
な
い

積
も
っ
た
雪
を
掘
り
、
地
面

を
出
す
ま
で
の
時
間
を
競
う

「
地
面
出
し
競
争
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ

ｄ
　
Ｃ
ｕ
ｐ
　
ｉ
ｎ
肘
折
」

と
ス
ノ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
例
年
に
な
い
大
勢

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
＝
大
蔵
村
観

光
協
会
☎
０
２
３
３（
７
６
）

２
２
１
１
。



山形県知事 吉村美栄子
ごあいさつ

山形県の観光情報

Ｊ
Ｒ
東
日
本
春
の
重
点
販
売
地
域
指
定

美食・美酒前面に
今年４～６月実施

特別企画を用意

舟
唄
聞
き
な
が
ら

川
の
景
色
楽
し
む

最
上
川
舟
下
り

多
く
の
修
験
者
が

今
な
お
訪
れ
る

羽
黒
山
五
重
塔

千
を
超
す
石
段

奇
岩
怪
石
の
絶
景山寺

県
内
各
地
に
史
跡

イ
ベ
ン
ト
も
開
催紅花

多様な「雪国文化」を

今年～月展開
キャッチフレーズ「日本海『美食旅』」

食の魅力で観光客を誘致

ガストロノミー

「フォーラム」機に注目集まる

新
潟
県
・

庄
内
エ
リ
ア

プ
レ
Ｄ
Ｃ

（７） 第２９３０号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）３月１０日（土曜日）

　
山
形
県
は
、蔵
王
、吾
妻
、

鳥
海
山
や
出
羽
三
山
な
ど
の

名
峰
や
、
芭
蕉
の
句
で
有
名

な
山
寺
、
日
本
三
大
急
流
の

一
つ
で
あ
る
最
上
川
な
ど
、

四
季
折
々
に
表
情
を
変
え
る

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
あ
り
、
英
国
人
旅
行
家

の
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
、

米
沢
盆
地
を
「
東
洋
の
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
」
、
元
駐
日
大
使

の
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
博
士
は
、
「
山
の

向
こ
う
の
も
う
ひ
と
つ
の
日

本
　
や
ま
が
た
」
と
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
山
形
県
は
、
落
差
５
㍍
以

上
の
滝
が
、
全
国
の
１
割
に

あ
た
る
２
３
０
を
有
す
る

「
日
本
一
の
滝
王
国
」
で
あ

り
、
「
米
沢
牛
」
「
さ
く
ら

ん
ぼ
」
「
つ
や
姫
」
に
代
表

さ
れ
る
豊
富
な
農
産
物
や


の
酒
蔵
と

の
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
あ
る
「
美
食
・
美
酒
県
」

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
出
羽
三
山
」
や

「
北
前
船
」
「
サ
ム
ラ
イ
ゆ

か
り
の
シ
ル
ク
」
が
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
加

え
、
「
新
庄
ま
つ
り
」
の
山

車
（
や
た
い
）
行
事
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
な
ど
、
山
形
県
の
文

化
も
今
、
国
内
外
か
ら
あ
ら

た
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
今
回
の
「
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
　

雪
と
文
化
の
世
界
観
光
会

議
」の
開
催
を
契
機
と
し
て
、

雪
国
文
化
の
多
様
性
や
冬
の

食
文
化
、
さ
ら
に
は
雪
を
観

光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

「
ス
ノ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
世
界
に
向
け
て

発
信
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

さ
ら
な
る
拡
大
に
結
び
付
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
山
形
へ
お
越
し
い

た
だ
き
、
本
県
の
豊
か
な
自

然
や
文
化
、
お
も
て
な
し
の

心
に
触
れ
、
山
形
な
ら
で
は

の
心
癒
や
さ
れ
る
ひ
と
と
き

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
上
エ
リ
ア
に
は
、
悠
々
と
流
れ

る
〝
水
の
古
道
〟
最
上
川
、
深
い
雪

が
育
ん
だ
自
然
と
文
化
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
最
上
川
の
流
域
面
積
は

県
全
体
の
約

％
に
及
ぶ
。
交
通
路

と
し
て
、
農
業
用
水
と
し
て
恵
み
を

も
た
ら
し
て
き
た
。

　
俳
聖
・
松
尾
芭
蕉
が
「
五
月
雨
を

集
め
て
早
し
最
上
川
」
の
名
句
を
残

し
た
山
形
の
母
な
る
川
・
最
上
川
。

そ
ん
な
最
上
川
を
存
分
に
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
の
が
、
船
頭
の
舟
唄
を

聞
き
な
が
ら
風
光
明
媚
な
最
上
峡
の

舟
下
り
を
楽
し
む
「
最
上
川
舟
下

り
」
。

　
冬
に
は
、
船
の
上
部
に
屋
根
を
付

け
て
天
井
の
配
管
か
ら
暖
か
い
空
気

を
送
り
、
こ
た
つ
を
置
い
て
、
暖
を

と
り
な
が
ら
水
墨
画
の
よ
う
な
景
色

を
楽
し
め
る
こ
た
つ
船
が
登
場
。
四

季
を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
山
形
県
内

有
数
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。

　
出
羽
三
山
は
、
山
形
県
中
央
に
そ

び
え
る
月
山
、
そ
の
峰
続
き
の
北
の

端
に
あ
る
羽
黒
山
、
月
山
の
西
方
に

位
置
す
る
湯
殿
山
の
三
つ
の
山
の
総

称
。古
来
、特
に
美
し
い
形
状
を
し
た

山
は
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

　
三
山
の
山
は
、
羽
黒
山
が
現
世
、

月
山
が
前
世
、
湯
殿
山
が
来
世
と
い

う
三
世
の
浄
土
を
表
す
と
さ
れ
て
お

り
、
今
な
お
、
多
く
の
修
験
者
が
訪

れ
る
。

　
会
津
や
平
泉
と
共
に
東
北
仏
教
文

化
の
中
心
で
あ
っ
た
羽
黒
山
。
そ
の

参
道
の
、
一
の
坂
上
り
口
の
杉
並
木

の
中
に
あ
る
の
が
「
羽
黒
山
五
重

塔
」
。
東
北
地
方
最
古
の
塔
と
い
わ

れ
、
平
将
門
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
塔
は
、
約
６
０
０
年

前
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
る
。
高
さ

・
０
㍍
の
三
間
五
層

柿
葺
素
木
造
で
、
昭
和

年
に
は
国

宝
に
指
定
さ
れ
た
。

　
近
く
に
は
樹
齢
千
年
、
樹
の
周
囲


㍍
の
巨
杉
爺
杉
が
あ
る
。

　
宝
珠
山
立
石
寺
を
中
心
と
す
る
山

寺
は
、
慈
覚
大
師
が
貞
観
２
年
（
８

６
０
年
）

月
、
比
叡
山
延
暦
寺
の

別
院
と
し
て
清
和
天
皇
の
勅
許
を
得

て
創
建
し
た
古
刹
と
伝
え
ら
れ
、
全

山
を
構
成
す
る
角
礫
凝
灰
岩
は
永
年

の
水
蝕
と
風
蝕
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
奇
岩
怪
石
な
ど
、
四
季
折
々
の
景

観
は
絶
景
だ
。

　
正
面
の
大
き
な
建
物
は
、
国
指
定

重
要
文
化
財
の
「
根
本
中
堂
」
。
堂

内
に
は
、
慈
覚
大
師
作
と
伝
え
ら
れ

る
「
木
造
薬
師
如
来
坐
像
」
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。

　
奥
の
院
に
到
る
石
段
は
千
段
を
超

え
る
。
参
道
に
は
、
句
碑
や
板
碑
が

立
ち
並
ん
で
お
り
、
幾
多
の
堂
塔
と

と
も
に
千
古
の
静
寂
を
た
た
え
て
い

る
。

　
元
禄
２
年
（
１
６
８
９
年
）
、
松

尾
芭
蕉
も
門
人
河
合
曽
良
と
と
も
に

訪
れ
て
１
泊
し
、
名
句
「
閑
さ
や
岩

に
し
み
入
る
蝉
の
声
」
を
「
お
く
の

ほ
そ
道
」
に
残
し
て
い
る
。

　
松
尾
芭
蕉
の
句
「
ま
ゆ
は
き
を
俤

に
し
て
紅
粉
の
花
」
は
、
芭
蕉
が
奥

の
細
道
の
旅
の
途
中
、
こ
の
地
を
訪

れ
た
際
に
詠
ん
だ
も
の
。

　
最
上
川
の
舟
運
で
山
形
と
京
都
や

大
阪
が
北
前
船
に
よ
っ
て
深
く
結
び

付
き
、
紅
花
商
人
た
ち
が
活
躍
し
た

こ
と
が
、
産
地
の
拡
大
に
つ
な
が
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
紅
花
交
易
は
文
化
の
交
流
に
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
、
巨
万
の
富
を

築
い
た
豪
商
も
数
多
く
現
れ
た
。

　
現
在
も
県
内
各
地
に
、
紅
花
に
関

す
る
史
跡
や
資
料
館
が
あ
り
、
当
時

の
記
録
を
と
ど
め
て
お
り
、
最
上
川

流
域
の
市
町
村
に
は
、
紅
花
商
人
た

ち
に
よ
っ
て
京
か
ら
持
ち
帰
ら
れ
た

江
戸
時
代
の
雛
人
形
が
た
く
さ
ん
残

存
し
、
「
山
形
雛
の
み
ち
」
や
「
庄

内
雛
の
み
ち
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
雛

祭
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
毎
年
６
、
７
月
に
は
「
山
形
紅
花

ま
つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
る
。

　
◎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
＝

「
山
形
日
和
。
花
回
廊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

　
◎
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
＝

「
美
食
・
美
酒
や
ま
が
た
」

　
「
山
形
日
和
。
花
回
廊
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
重
点
販
売
地
域
と
し

て
、山
形
県
全
域
を
指
定
し
、

今
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
実

施
す
る
も
の
。

　
さ
く
ら
ん
ぼ
や
酒
・
ワ
イ

ン
、
米
沢
牛
な
ど
の
山
形
が

誇
る
「
美
食
・
美
酒
」
を
前

面
に
出
し
な
が
ら
、
花
や
新

緑
、
温
泉
、
滝
な
ど
の
「
自

然
」
、
山
寺
や
出
羽
三
山
、

熊
野
大
社
、
出
羽
百
観
音
な

ど
の
「
歴
史
・
文
化
」
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
展
開
す

る
。

　
旅
行
商
品
の
開
発
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
定
番

と
な
っ
て
き
た
羽
黒
山
や
最

上
川
舟
下
り
、
置
賜
さ
く
ら

回
廊
な
ど
に
加
え
、
「
本
県

へ
の
滞
在
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
、
山
形
県
な
ら
で
は

の
特
別
企
画
を
用
意
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
天
童
市
、

東
根
市
な
ど
で
の
「
さ
く
ら

ん
ぼ
や
紅
花
の
朝
摘
み
」
、

鶴
岡
市
「
善
寶
寺
で
の
朝

粥
」
、
湯
田
川
温
泉
の
「
達

人
と
行
く
朝
採
り
タ
ケ
ノ
コ

掘
り
」な
ど
の
体
験
の
ほ
か
、

「
南
陽
市
十
分
一
山
か
ら
の

雲
海
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
や

「
山
寺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

の
ツ
ア
ー
等
、
地
域
の
優
れ

た
も
の
、
旬
の
も
の
を
前
面

に
、
市
町
村
や
県
内
の
観
光

協
会
な
ど
と
も
連
携
し
て
展

開
す
る
。

山形を代表する農産品
サクランボ

　
◎
メ
イ
ン
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
＝
日
本
海
「
美
食
旅
」

（
読
み
＝
に
ほ
ん
か
い
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
）

　
◎
新
潟
県
サ
ブ
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
＝
う
ま
さ
ぎ
っ
し

り
新
潟

　
◎
山
形
県
サ
ブ
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
＝
お
い
し
い
食
の

都
庄
内

　
◎
期
間
２
０
１
８
年

月

１
日
～

月

日

　
２
０
１
９
年
秋
の
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
メ
イ
ン
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
「
日
本
海
『
美
食

旅
』（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
）」

と
し
て
、
新
潟
県
お
よ
び
庄

内
エ
リ
ア
を
対
象
に
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ｄ
Ｃ
で
の
取
り
組
み
の
方

向
は
、
新
潟
県
と
庄
内
エ
リ

ア
の
両
地
域
に
共
通
す
る

「
食
」
「
酒
」
の
魅
力
を
中

心
に
、
そ
の
食
や
酒
を
育
ん

だ
「
歴
史
」
や
「
伝
統
」

「
暮
ら
し
」
「
風
土
」
な
ど

の
背
景
に
よ
り
、
ス
ト
ー
リ

ー
性
を
持
た
せ
な
が
ら
、
観

光
素
材
の
磨
き
上
げ
を
行
う

と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
誘

客
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
特
に
庄
内
地
域
は
、
豊
か

な
自
然
に
育
ま
れ
た
四
季
折

々
の
食
材
に
恵
ま
れ
、
出
羽

三
山
の
精
進
料
理
や
、
酒
田

フ
レ
ン
チ
、
鶴
岡
イ
タ
リ
ア

ン
な
ど
、
特
有
の
気
候
と
風

土
が
生
ん
だ
伝
統
的
な
郷
土

料
理
な
ど
選
り
す
ぐ
り
の
食

が
豊
富
に
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
優
れ
た
観
光
素
材
を
生

か
し
た
特
徴
あ
る
旅
行
商
品

に
仕
上
げ
、
観
光
客
を
呼
び

込
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
輸
送
力
が
あ
り
、

観
光
客
の
流
動
が
大
き
い
東

北
新
幹
線
、
山
形
新
幹
線
を

活
用
し
た
誘
客
を
促
進
し
、

陸
羽
東
西
線
や
米
坂
線
の
活

用
な
ど
も
含
め
て
、
各
旅
行

会
社
に
対
す
る
旅
行
商
品
造

成
、
販
売
へ
の
働
き
か
け
を

強
化
す
る
。

　
Ｄ
Ｃ
の
展
開
を
契
機
に
、

山
形
県
の
豊
富
な
観
光
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
、
美
食
・

美
酒
を
打
ち
出
し
た
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
、
庄
内
地
域
を
は
じ
め

と
す
る
県
内
全
域
へ
の
観
光

誘
客
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。


